
５０年という月日 

長谷部 清 

日本分析化学会北海道支部が発足して、もう 50年とは驚きであり、時の経つのがとても

早く感じられる。私が北海道大学理学部分析化学講座、神原富民教授のもとに大学院生と

なったのが昭和 39年であり、当時分析化学は、真空管から半導体素子へと電子回路の飛躍

的発展と相まって機器分析法へと移行する時代であった。各種クロマトグラフィー、原子

吸光法、電気分析法など種々の改良が加えられて新手法が華々しく展開された時代である。

理論の導出や新手法開発が、学生や若手研究者を引きつけたのである。分析化学分野にお

いても他分野に負けず、大学内部で人的交流が活発で、小畑弥太郎先生（農）、永山政一先

生、青村和夫先生、伊藤光臣先生（共に工）、木村道也先生（薬）、錫谷徹先生（医）、蟇目

清一郎先生（理・教養）、神原富民先生、藤本昌利先生（共に理）、松前鼎一先生（北開試）、

西村雅吉先生（水産）などの先生方が活躍されていたのが思い出される。その他多くの先

生が研究発表会や出版事業等で活躍され、これらの諸活動は他学会に先行していた。私が

所属していた分析化学講座は他講座に負けずとても活発であり、徹夜で実験する院生も多

くいた。実験室の夜間の暖房はガスストーブを使用するために、神原教授はガス中毒など

の事故を大変気にされていたのを憶えている。分析化学講座の様子の一端を以下に示すこ

とにしよう。配布資料などはガリ板による謄写印刷か、湿式法による青焼き複写であり、

手間暇がかかるものであった。当時の手元にある研究発表案内文は、神原 富民先生直筆

のもので、次のようなものである。 
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                    昭和５４年６月１５日  
     各位     
                          神原 富民 
 
拝啓 分析化学講座は近く第３００回分析化学雑誌会を迎えることとなりましたので、下
記要領により、講演会と懇親同窓会を開催したく、ご案内申し上げます。 
御出欠の程、（電話）（同封葉書）にて御知らせ下さい。 
                            敬具 
                記 
         第３００回分析化学雑誌会講演会 
  日時 ７月７日（土）  １４：００～１６：００ 
  場所 北大理学部Ｎ３０８ （改装されました） 
  講師と演題 
    １．水質分析の話 
       伊藤 八十男 氏 （道立衛研） 
    ２．環境アセスメント 
       島崎 昭 氏 （北海道生活環境部） 
    ３．北海道における食品の有機塩素化合物による汚染について 
       新山 和人 氏 （道立衛研） 
    ４．アメリカの国立公園 Ｒｏｃｋｙを中心にして 
       長谷部 清  （北大教養部） 
           
           懇親会     
  日時 同日 １７：００より 



  場所 クラーク会館会議室 ２Ｆ 
  会費 ２０００円 
                     以上 
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当時、この種の雑誌会や講演会が学内で開かれており、この第 300 回の講演会にも多く

の来聴者を迎えて、盛会裡に終了したのを憶えている。その当時、他研究室の若手研究者

とも研究論文購読や外書輪読などで活発に交流していたと記憶している。                       

 日本分析化学会北海道支部の大行事といえば、氷雪セミナーと雪祭り研究発表会であろ

う。これらの行事の提案（開催手法）は記憶違いでなければ、恩師の神原富民先生と思う

が定かではない。北海道支部としてもユニークな行事の先駆けであった。初期の頃の氷雪

セミナーは支笏湖畔、支笏湖観光ホテルで開かれたが、こんな思い出がある。開催当日大

雪で札幌市内はおろか広い地域で交通網がずたずたとなり、支笏湖に辿り着くのは至難の

ことであったが、世話係の大関邦夫さん（現弘前大学副学長）も私も何とか会場にたどり

着くことができた。札幌市内は確か 30～40センチにも及ぶ大雪であり、除雪が行き届かず、

自動車などは走れない状況下であった。私など大雪の歩行は不得意であったが、飛ぶよう

に歩いて札幌駅まで急いだのである。セミナー会場には、講演用スライドを映す映写機等

がなく（札幌から未着）、大関さんと私は、隣の学校（小学校だったか中学校だったか、忘

れてしまった）まで歩いてその機材をお借りしにいって、セミナーは無事終了することが

できた。今は懐かしい思い出の１つである。その後、しばらくは支笏湖畔のホテルで実施

されたが、何時しか定山渓（青巒荘）にセミナー場所は移った。これに関する思い出（記

憶）のもう一つは、太刀川哲平先生（室蘭工大）である。私の知る限り、太刀川先生は皆

勤賞を戴かれる程の参加者の一人である。（ちょっとばかり失礼な話かも知れないのだが）

太刀川先生からお聞きした氷雪セミナーに関する話であり、雪道事故のことである。室蘭

から札幌・定山渓青巒荘での氷雪セミナーに参加するために中山峠を車で走行中、スリッ

プして路肩に滑り落ち（かなり落下したようですが）、気がつくと目の前が真っ白で自分は

どこにいるのだ、とびっくりしたという。やっとのことで車外に出ることができたが、こ

の間時間はどんどん経ったが、パニックで憶えていないという。しばらく待って、大型の

トラック（ダンプカーだったかも）に引き上げて貰い、命拾いをしたのは有り難かった、

と話された。これも大雪だったためか、それがクッションになったお陰で大破することも

なくも無事であったことは誠に幸運である、と。どちらの事件も北海道ならではの出来事

である。その後、冬道の排雪は行き届くようになり、冬の道路状況も格段と改善されて、

安心できる状況となった。定山渓での氷雪セミナーも今なお継続の支部事業となっている

ことは、本当に喜ばしい。 

 もう一つの大事業として雪祭り研究発表会は、初期の頃、分析化学会道支部単独で実施

されていたが、その後日本化学会北海道支部との共催となった。当時の雪祭り研究発表会・

懇親会は先生方の奥様も参加され、欧米風の形式で催され、道外からお越し下さった特別

講演の先生方からは、”北海道的持て成し”と大層喜んでくださったことを憶えている。大



きな支部では実行できない持て成しが、さほど大きくない北海道支部が故に実施できたこ

とであったのかも知れない。この持て成しはいつの間にか消滅してしまい、どこにでもあ

るスタイルへ逆戻りしてしまったのは少し心残りがする。「歴史は繰り返す」とは正にこの

事かも知れません。分析化学を志す若人がまた発想を新たにして、次の 50年に向けて発展

されることを祈って止みません。まずは 50周年おめでとうございます。 

（藤女子大学大学院人間生活学研究科） 


